
第102期 定時株主総会 

2 0 1 8 年 6 月 2 4 日 

松井証券株式会社 



 
 

お願い 

携帯電話、スマートフォン等は、電源をお切り 
いただくかマナーモードにご設定願います。 

座席は、前方よりお詰めになってご着席ください。 

危険物、ご飲食物の持ち込みは、ご遠慮願います。 

カメラ・ビデオ・その他機器での撮影・録音は、 
ご遠慮願います。 



第102期 定時株主総会 

2 0 1 8 年 6 月 2 4 日 

松井証券株式会社 



報告事項 

事  業  報  告 

計 算 書 類 

 



国 内 株 式 市 場 お よ び 
個 人 投 資 家 の 状 況 
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年間の上昇率 
+13% 

国内株式市場の状況 

2018年3月 
 

期末株価 
21,454円 

2017年 2018年 

2017年4月 
 

期首株価 
 18,983円 

2017年10月 
 

過去最長となる 
16連騰を記録 

2018年1月 
 

約26年ぶりに 
24,000円回復 

2018年2月 
 

米株価の急落 
『VIXショック』 

日経平均株価の推移 
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2016年度 2017年度

個人投資家の取引状況① 

個人株式等委託売買代金 

 

266兆円 

317兆円 

個人比率 
 

19% 
+19% 
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4.0

2016年度 2017年度

個人投資家の取引状況② 

信用取引融資残高（年度末時点） 

2.6兆円 

3.6兆円 

+35% 
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2016年度 2017年度

当社顧客の取引状況① 

株式等委託売買代金 

35兆円 36兆円 

+3% 
 

 

個人売買代金 
シェア 

 

11% 
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3,000

2016年度 2017年度

当社顧客の取引状況② 

信用取引融資残高（年度末時点） 

2,370億円 

3,080億円 

市場シェア 
 

9% +30% 
 



当 期 の 業 績 
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営業収益 

①手数料収入増 

②金融収益増 

③ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ益増 

+16% 

277億円 
322億円 
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販売費・一般管理費 

+3% 

116億円 119億円 

 

徹底した 
 

コスト管理 
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経常利益 

150億円 

186億円 

+24% 
 

経常利益率 
 

58% 
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純利益 

107億円 
129億円 

+21% 
 

ROE 
 

13.4% 



オンライン証券ビジネスの状況と 
当 社 の 経 営 戦 略 



オンライン証券ビジネスの状況① 

 
個人の株式等売買代金に占める 

オンライン証券会社の比率 

 

85% 
(269兆円) 

 
2017年度 

個人全体：317兆円 
 

 
個人の株式保有額に占める 
オンライン証券会社の比率 

 

22% 
（25兆円） 

 
2017年12月末時点 
個人全体：114兆円 

 

【株式】  



オンライン証券ビジネスの状況② 

 
日本の株式投信残高 

 
 

97兆円 
 
 

 
2018年3月末時点 

 
 

 
株式投信残高に占める 

オンライン証券会社の比率 

 

3% 
（3兆円） 

 
2018年3月末時点 

 
 

【投資信託】  



オンライン証券ビジネスの状況③ 

 

～これまでの競争環境～ 
 

主要7社による寡占状態 
 

取引頻度の高い一部の顧客に 
収益を依存 
 

価格競争を繰り返すも、 
顧客層の裾野は拡大せず 
 

 

～新たな動き～ 
 

異業種等からの新規参入 
 

情報通信会社 
 

流通系クレジットカード会社 
 

フィンテックベンチャー 
 

資産形成層へのアプローチ 
 

ビジネスモデルの転換 

【競争環境】  



当社の経営戦略 

コア業務である株式ブローキング業務を強化 

「選択と集中」を進めることで収益の最大化を図る 
 

業界における競争力および市場シェアを維持・拡大 

オンラインベースの商品・サービス拡充を図る 

投資信託のサービス拡充に注力 
 

株式取引とは異なる資産形成層の顧客獲得を図る 



資 本 政 策 



 SBI証券 372%

 楽天証券 423%

 カブドットコム証券 371%

 マネックス証券 310%
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14年度 15年度 16年度 17年度

（億円）

信用取引残高 自己資本規制比率（右軸）

自己資本の状況 

信用取引残高と 
自己資本規制比率の推移 

オンライン証券各社の 
自己資本規制比率の状況 

 （2018年3月末時点） 



経営目標及び株主還元策 

【 2017年度実績】 経営目標 
 

株主資本コスト（現状8％）を上回る 
ROEを中長期的に達成すること 

 
配当政策の基本方針 
 

配当性向 60％以上100％以下 且つ 
DOE（純資産配当率）8％以上 

 

ROE 
 

13% 
 

 

配当性向 
 

88% 
 

 

DOE 
 

12% 
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普通配当 記念配当 配当性向（右軸）

2018年度の配当について 

1株当たり配当金と配当性向の推移 2018年度の配当 

創業100周年記念配当 ：  
 

総額100億円 
1株当たり39円（予定） 
 

※実施時期は期末配当と同時期 

 
普通配当 ：  金額未定 

(未定) 

(予定) 



1. 会社の現況に関する事項 
2. 会社の株式に関する事項 
3. 会社役員に関する事項 
4. 会計監査人の状況 

お手元の招集ご通知4ページから10ページに 
記載のとおりです。 



 貸借対照表 
 損益計算書 
 株主資本変動計算書 

お手元の招集ご通知11ページから13ページに 
記載のとおりです。 



決議事項 

第１号議案 剰余金の処分の件 

第２号議案 取締役10名選任の件 

第３号議案 監査役１名選任の件 



第１号議案 

剰余金の処分の件 

期末配当に関する事項 

2018年６月25日 
剰余金の配当が      
効力を生ずる日 

6,932,413,863円 配当金総額 

 
27円(年間配当金44円) 

 

１株あたり配当金 



第２号議案 

取締役10名選任の件  

取締役10名全員は本総会終結の時をもちまして任期
満了となりますので、下記取締役の選任をお願いし
ます。 

氏 名 

松井道夫 

今田弘仁 
 森部隆士 

和里田聰 
佐藤邦彦 

鵜澤慎一 
雑賀基夫 

柴田誠史 
井川元雄 
安念潤司 



第３号議案 

監査役1名選任の件 

  監査役矢島博之は本総会終結の時をもちまして任期
満了となりますので、下記監査役の選任をお願いし
ます。 

氏 名 

矢島博之 



審議方法 

ご質問を希望される株主の方は、挙手をして、 
議長の指名を受けましたらマイクの場所へ 
移動してください。 

質問をされる際は、ご出席番号とお名前を 
おっしゃってください。 

ご質問は、なるべく簡潔にお願いいたします。 



決議事項 

第１号議案 剰余金の処分の件 

第２号議案 取締役10名選任の件 

第３号議案 監査役１名選任の件 



第１号議案 

剰余金の処分の件 

期末配当に関する事項 

2018年６月25日 
剰余金の配当が      
効力を生ずる日 

6,932,413,863円 配当金総額 

 
27円(年間配当金44円) 

 

１株あたり配当金 



第２号議案 

取締役10名選任の件  

取締役10名全員は本総会終結の時をもちまして任期
満了となりますので、下記取締役の選任をお願いし
ます。 

氏 名 

松井道夫 

今田弘仁 
 森部隆士 

和里田聰 
佐藤邦彦 

鵜澤慎一 
雑賀基夫 

柴田誠史 
井川元雄 
安念潤司 



第３号議案 

監査役1名選任の件 

  監査役矢島博之は本総会終結の時をもちまして任期
満了となりますので、下記監査役の選任をお願いし
ます。 

氏 名 

矢島博之 




